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良尾i之r花広場」オーフコ、

塩田平を一望する、奈良尾の休耕畑を利用した「花

広場Jが、 7月10日にオーブンしました。
村おこしグループ「信州鎌倉村Jが主催し、花広場

のファンでつくる「花いちもんめの会」が、種まき、

植え込みなどをボランティアで行ったものです。

広場のテーマは「宇宙」。太陽やロケット、 UFO、

天の川などをかたどった花纏は、マリーゴールド、サ

ルビア、パーベナなど約15.000株の花で埋め尽くされ、
訪れた多くの市民が、花をたんのうしました。

〈再生紙を使用しています)



“歯肉炎"ー
“歯周炎"ーわたしたちの歯を奪う......._、，

歯
磨
き
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て
、
一
昔
前
だ
と
、
虫
歯
予
防
の
効

果
が
盛
ん
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
、
様
子
が
違
い
ま

す
。
「
歯
周
炎
予
防
」
と
か
「
歯
垢
が
よ
く
落
ち
る
」
な
ど
が
、
歯
磨
き

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。
今

年
の
「
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」

H
H
8

月
幻
日
出
・市
民
会
館
(
4

・
5
ペ
ー
ジ
で
紹
介
)
は
、
「
歯
の
健
康
」
が
テ

l
マ
。
さ
て
、
皆
さ
ん
の

歯
は
健
康
で
す
か
。

「
歯
肉
炎
」
と
「
歯
周
炎
」

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
永
久
橘
も
、

一
般
的
に

み
る
と
、
だ
い
た
い
じ
ト
歳
ぐ
ら
い
で
三
分
の

-
.以
L
L

の
て
十
本
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が

ふ
つ
う
で
す
。
こ
う
し
た
原
凶
に
は
、
虫
歯
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
向
?
き
に

炎
住
が
起
き
る
「
品
開
肉
炎
」
や
繭
紬
の
う
ろ
う
な

ど
の
「附
問
炎
」が
、
前
の
喪
失
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
永
久
歯
は
何
本
あ
る
か
ご
存
じ
で

す
か
。
答
え
は
二
十
八
本
(
親
知
ら
ず
は
除
く
)

で
す
。
こ
れ
ら
の
曲
が
、
食
べ
物
を
か
み
切
り
、

r
is
 

細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
、
唖
液
と
混
ぜ
て
消
化
し

や
す
い
状
態
に
し
て
、
岡
村
へ
送
り
込
む
働
き
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一言
葉
ぞ
発
音
す
る
の
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

。

。

J、、
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「
虫
歯
」
に
な
る
条
件
は

前
を
失
う
原
川
内
の

一っ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と

が
で
、
き
る
の
が

「虫
歯
」
で
す
。

で
は
、

以
怖
は

E
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
し

ま
う
の
、で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、

け
の
中
に
い
る

細
菌
、が
食
べ
か
す
の
糖
を
利
川
し
て
、
制
尚
の

悶
ま
り
で
あ
る
前
垢
を
作
り
ま
す
。
こ
の
肉
垢

か
ら
発
生
し
た
献
が
、
品
附
を
溶
か
し
て
い
く
の

で
す
。
つ
ま
り
、

け
の
巾
の
制
的
、
食
物
の
糖
分
、

虫
簡
に
な
り
や
す
い
歯
の
賀
、
こ
の
三
つ
が
必

い
粂
件
て
重
な
り
合
っ
た

t
き
に
忠
簡
が
で
き

ま
す
。
虫
時
間
は
、最
初
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、

ほ
う
っ
て
お
く
と
摘
の
表
耐
を
濯
っ
て
い
る

エ

ナ
メ
ル
質
を
溶
か
し
て
、
神
経
に
ま
で
迷
し
て

し
ま
う
ケ
l
ス
も
あ
る
の
で
す
。

市
以
簡
は
、
ほ
う
っ
て
お
い
て
治
る
も
の
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
く
な
る
前
に
繭
科
医

師
に
診
て
も
ら
い
、

u
T
め
に
治
療
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。



あなだの歯ぐ

「
歯
槽
の
う
ろ
う
」
と
は

虫
歯
と
並
ん
で
歯
を
失
う
原
閃
と
な
る
の
が
、

歯
ぐ
き
の
病
気
で
あ
る
「
歯
肉
炎
」
や
「
歯
槽

の
う
ろ
う
」
で
す
。
前
肉
炎
は
、
前
ぐ
き
が
炎

症
合
起
こ
し
て
赤
く
は
れ
、
品
附
含
瞬
く
と
き
に

山
血
を
伴
う
症
状
で
す
。
-
』
れ
が
進
行
す
る

t
、

前
ぐ
き
だ
け
で
は
な
く
、
山
附
を
支
え
て
い
る
什

に
ま
で
炎
杭
が
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
が
肉
惜
の

う
ろ
う
で
す
。
健
康
な
尚
ぐ
き
は
、
硬
く
て
抑

力
性
が
あ
り
ま
す
が
、
向
酬
の
う
ろ
う
に
な
る

と
、
簡
を
支
え
て
い
る
爾
糟
骨
が
次
第
に
減
り
、

J4PZ十

11 !J 

."， 

品
開
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

川
胤

を
し
た
り
、
う
み
が
出
た
り
す
る

t
い
う
症
状

が
現
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
ほ
う
っ
て

お
く

t
怖
が
抜
け
落
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
手

術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
-
」
t
も
あ
り
ま

す
。術
ぐ
き
の
病
気
は
、

、.k
に
尚
布
や
仙
m
rh
が
原

同
で
す
。
向
指
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
も
、
“

日
の
品
開
併
さ
れ
乞
し

っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
前
.rnは
、
前
科
医
鋭
機
関
に
行

っ
て
、
定
期
的
に
取
り
除
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ

・「
ノ。
歯
磨
き
・
検
診
を
習
慣
に

推す
j住こ l'正
念と 11: 
lまを n
じ 11で
め~.~;{ i立
、と

し八
似た卜
11 ..， 1議
分 8":で
の 0:
前年 2 I十
で 0::本
食.i'!lfの
ベ肋 l鳴
る」を
よの伐

女
健
康
な
歯
、
い
つ
ま
で
も
・

「
高
齢
者
」
の
部
で

県
内
第
2
位
に
ノ

渡
辺
七
郎
さ
ん

(竹川縁
・
中
村
)

「
長
野
県
民
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
高
齢
者
の

部
で
、
県
内
第
二
位
に
な
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

好
き
嫌
い
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
を

何
で
も
食
べ
ま
す
。
小
魚
や
牛
乳
も
欠
か
さ
ず
に。

歯
医
者
さ
ん
に
、
小
型
の
歯
ブ
ラ
シ
を
紹
介
さ

れ
、
朝
食
と
夕
食
後
、
軽
く
持
っ
て
十
五
分
か
ら

二
十
分
く
ら
い
磨
い
て
い
ま
す
。

若
い
と
き
か
ら
鏑
が
丈
夫
で
、
虫
館
は
一
本
も

あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
丈
夫
な
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん

の
長
寿
の
秘
け
つ
で
す
。

う
に
す
る
こ
と

e
P
R
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
虫
拘
や
拘
肉
炎
、
前
川
炎
を
「
防
す

る
三

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
食
後
は
毎
向
、

-
本

7
本
丁
寧
に
品
開
を
磨
く

よ
う
に
心
が
け
-e

ま
し
ょ
う
。
品
開
と
歯

σき
の
問

は
、
歯
垢
や
甫
石
が
つ
き
や
す
い
の
で
、
汚
れ

を
取
り
除
く
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
く
だ

合、ぃ
。

②
a

年
に

.
川
は
、
主
制
的
に
肉
料
検
A
P

ゆ
を
交

け
た
り
、
尚

.Gb正
取
り
除
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
向
垢
や
向
石
そ
取
り
除
く
こ
と
に
よ

っ
て、

歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
下
防
て
き
ま
す
。

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
そ
し
て
、

前
肉
炎
や
拘
同
炎
ぞ
引
き
起
、
』
す
糖
以
病
ゃ
い
H

川

血
一
此
仁
な
・iり
な
い
よ
う
に
れ
そ
っ
け
ま
し
ょ
・フ
。

ち
あ
、
今
日
か
ら
実
践
し
て
、
抑
制
川
づ
け
て

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

[3 J 

『
母
と
子
」
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
上
田
の
代
表

堀
内
容
子
さ
ん

(
白
線
・創
部
沢
)

由
野
ち
ゃ
ん

(
3鰻
6
か
月
)

『
母
と
子
の
よ
い
街
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
わ
た

し
と
娘
の
由
野
が
上
田
市
の
代
表
に
。

白
野
は
、
歯
磨
き
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。
自

分
で
磨
い
た
後
、
わ
た
し
が
、
虫
歯
に
な
り
や
す

い
歯
の
裏
側
な
ど
を
、
念
入
り
に
仕
上
げ
し
ま
す
。

家
で
は
も
ち
ろ
ん
、
保
育
園
で
も
歯
磨
き
を
。

飲
み
物
は
い
つ
も
牛
乳
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多

い
小
魚
な
ど
も
大
好
き
で
よ
く
食
べ
て
日
ま
す
。

わ
た
し
自
身
も
、
小
さ
い
と
き
か
ら
健
康
優
良

兜
で
虫
歯
が
一
本
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

7 B. 広報うえだ6.



小
さ
な
歯
が
支
え
る

大
き
な
健
康
づ
く
り

、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
キ
ラ

リ
と
光
る
美
し
い
「
歯
」
。
な

ん
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
丈
夫
な
「
歯
」
。
そ
の
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
「
健
康
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て
、

ふ
だ
ん
は
忘
れ
が
ち
な
「
歯

の
健
康
」
を
、
ぜ

ひ
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

〈演
題
〉
口
は
心
と
か
ら
だ
の
窓
i
指
し
ゃ
ぶ
り
か
ら
胃
か
い
よ
う
ま
で
j

のつ
どい

とき/8月27BR59時30分カら
東北のある地区では、場倉

先生を中心に、胃検診に歯科

検診を取り入れたユニークな

r総合消化器検診」を行って

います。

昨年「歯の健康を守る県民

のつどい」で、歯が心と体の

健康に関係していることを話

され、多くの人に深い感銘を

与えました。

きれいな歯で楽しい人生を

送りたい人は、ぜひお出かけ

ください。

..  ・:岩倉政指
いわくらまさき。 1943年、宮総集
仙台市生まれ。東京歯科大学卒業。
東京医科鍋科大学大学院修了。 1974
年、「宮紙子どもの留を守る会」結成。
東北大学街学館助教綬{現在}。
主な著書I~ rたのしくむしばをへ
らす本」、「乳幼児の健康管理」、「口
から見た子育て』など。

広報うえだ6.B. 

ところ/市民会館
| 主催/上田市 ・上田市健康づくり推進協議会・上田市保健補導員会 I 

• 
開場

開会

保健補導員による劇

手ぬぐい体操ノレト2

各コーナーの紹介

身近なごみ問題を見
直そう/
(ごみの出し方にひと工夫を)

• 
〈午前〉

9 : 30 
10 : 00 

10 : 15 
10 : 45 
10 : 55 

11 : 25 

[4) 7 

開会式

(標語の表彰式など)

13 : 30 講演(東北大学歯学
部助教授・岩倉政城さん)

15 : 30 閉会

〈午後〉

13 : 00 

昼食11 : 35 



、

責健康広場

健康に関する、さまざまなコーナーがぎ

っしり。

健康相談/栄養相談/くすりコーナー/介

護の実演と相談および介護用品の展示/放

射線展示コーナー/エイズコーナー/骨髄

パンク コーナー/臨床検査コーナー/食改

コーナー

女
手
ぬ
ぐ
い
体
操
i
パ
l
ト
2

き
あ
、
今
年
も
み
ん
な
で
踊
り

る
手
'
し
ょ
弓
J

。

元気いっぱいに、健康でいきいきとした毎日を…

女歯の健康診断 ・相鍛

歯みガき指導 女標語表彰式

たくさんのご応募、十?さんどうもあ

りがとうございました。

1>名作、アイデア作

-Rパザ
l

心
の
こ
も
っ
た
、
手
作
り

の
作
品
ば
か
り
で
す
。

〈
出
品
グ
ル
ー
プ
V

わ
っ
こ
の
会
/
上
回
し
い
の

み
園
/
山
び
-
』
の
家
/
宝
池

さ

む

和
順
園
/
五
十
六
会
/
上
回

ひ
も
ろ
木
圏
な
ど

「
ザ

・
か
る
し
う
む
」

浦
島
太
郎
が
現
代
に
よ
み
が
え

る
:
・
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

責
保
健
補
導
員
の
劇

「よい肉」の表彰もあります。(プ

レゼントあり)

r歯のなんでも相談」では、歯科

験診Jが無料で受けられます。この

機会にぜひどうぞ。

宵足の裏からの

健康相鍛

人数に限りがありますので、 E
うぞお早めにおこしください。

(先着50人のみ)

女
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

各
コ

ー
ナ
ー
を
回
っ
て
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
挑
戦
し
ま

I
」ト
・渉担「ノ。

女プレゼント

先
者
1
3
0
0
人
の

か
た
に
、
軽
食
と
記
念

品
を
若
し
ヒ
げ
ま
す
。

7 広報うえだ6.B. [5 ] 



小
説
の
モ
デ
ル

「
電
気
館
」

県
のほリ

上回電気館(左倶)jの白い建物)と、臓がはためく本町(旧常田町)の通り(昭和9年ごろ)

は
ん
L
ゆ

や

か
た

江
戸
時
代
、
本
町
の
あ
た
り
は
藩
主
の
屋
形

(
現
上
田
高
校
)
を
前
じ
し
た
武
家
た
ち
の
阿
で、

企
僧

，。

幕
末
の
こ
ろ
に
は
家
老
の
屋
敷
か
ら
徒
士
侍
の

長
原
一ま
で
が
整
然
と
軒
守
述
ね
て

い
ま
し
た
。

い
ま
の
本
町
は
当
時
の
海
野
町
袋
と
常
田
町

を
主
な
区
域
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の

武
家
屋
敷

へ
行
く
の
に
は
、

必
ず
木
戸
を
通
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

北
国
街
道
に
沿
っ
た
海
野
町
か
ら
は
海
野
町

口
の
木
戸
が
あ
り
ま
し
た
。
海
野
町
か
ら
入
り

ま
す
と
通
路
の
両
側
か
ら
築
地
塀
が
互

い
違

い

仁
出
て
お
り
、

そ
こ
を
抜
け
る
と
番
小
屋一
が
あ

り
通
行
人
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
・手
品
し
た
。
現
荘

の
琴
光
堂
楽
器
庖
の
棋
の
道
、
て
す
。

横
町
か
ら
は
海
野
町
裏
口
木
戸
と
常
田
町

n

木
戸
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た。

こ
の
二
つ
の
道
は
今
も
本
町

へ
の
道
路

t
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

海
野
町
裳

t
常
田
町

(
現
本

よ
り
よ
い
紙
面
作
り
に
/

ー
広
報
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る
H
H

平
成
六
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ
ー

(
l六
人
)

が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
、

じ
月
四
日
に
第

}
問
広

報
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
附
き
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー

の
符
さ
ん
に
は
、
市
民
参
加
の
紙
而
作
り
の

一

端
企
判

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
度
の
モ

ニ

タ
ー
は
次
の

t
お
り
。
(
敬
称
略
・

五
十
音
順
)

マ
荒
井
ソ
メ
子
(
黒
坪
)

マ
大
平
稔
雄
(
赤

坂
)

マ
上
位
附
勝
男
(
中
之
条
)

マ
北
原
武

文
(
繰
が
托
北
)

マ
小
林
紀
子

(
金
井
)

マ
坂
井

容

(
新
聞
)

マ
佐
藤
誠
子
(
秋
和
)

マ
春
原
弓
子
{
上
一塩
尻
)

マ
中
村
叔
一チ
(
向
水

平
)

マ
林

正
司
(
奈
良
尾
)

マ
福
諜
佳

子
(
塩
問
新
町
)

マ
保
刈
範
子
(
大
手
町
)

マ
三
石
み
ゆ
き
(
材
木
町
)

マ
常
崎
利
男

(
川
辺
町
)

マ
望
月
や
よ
い
(
上
沢
)

マ

山
崎
議
明
(
下
車
白
)

[6 ] 7 B. 広報うえだ6.

上回ケーブルビジョン・香山
裕さんによる講演も行われた

上
田
駅
大
星
線
全
線
開
通

ー
交
通
の
円
滑
化
に
期
待

l

土
田
駅
よ
り
、
上
岡
パ
イ
バ

ス
含
結
ぶ
都
市

計
画
道
路
「
上
田
駅
大
原
一線
」
が
全
線
開
通
し
、

七
月
十
四
日
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



-案内図(一部)

カメラスケッチ

町
)
は
北
側
を
小
川
野
町
に
東
を
械
町
に
川
ま
れ

西
側
に
は
一三
の
九
の
旧
制
が
あ
り
、
市
は
千
曲
川

断
崖
上
の
武
家
尾
敷

-m匠
町
で
し
た
。
つ
ま

り
武
家
の
町
と
し
て
厳
重
に
符
問
さ
れ
て
い
た

の
で
し
た
。

上
問
藷
の
洋
式
兵
学
打
て
議
会
政
治
を
提
唱

す
る
な
ど
幕
末
の
政
治
改
革
仁
作
走
し
た
赤
松

小
:
一郎

ご

八

竺

.
1
一
八
六
じ
)
は
、
木
町

の
戸
川
家
に
小
い
ま
れ
ま
し
た
が
、
後
に
赤
松
弘

の
義
，

r
tな
り
ま
す
。
そ
の
み
松
山
木
は
山
川
町
町

主
に
あ
り
ま
し
た
。
ル
川
肝
町
説
は
川
治
の
卜
本
ご

ろ
に
紋
川
と
町
u
h
e
改
め
て
い
ま
す
。

常
川
町
に
上
川
屯
丸
町
{
引
上
川
デ
ン
キ
舵
}

* 
*お
*¥，、

し
さ
が
E、
ら 1-4Ha i-ヨE§
ぱ* 今年で14回目を迎えた「上越フェア」が、

L、安 海野町の日曜広場で7月3日に行われました。
*新鮮なイカやカニ、地酒、笹だんごなど「上

越の物産J を販売するテントが並び、買い物

に訪れた多くの市民でにぎわいました。

が
開
業
し
た
の
は
大
正
十
年
で
し
た
が
、
上
州

市
出
身
の
作
家
・
新
聞
潤
ご
九

O
問

l
七
八
)

は
こ
の
電
気
館
な

E
を
モ
デ
ル
に
小
説

『映
画

館
の
あ
る
街
』
を
昭
和
十
年
に
発
表
し
ま
し
た
。

停
車
場
か
・ら
見
る
と
「
低
い
尾
根
の
向
う
に

赤
〈
喰
っ
た
ト
タ
ン
の
屋
根
と
幾
つ
も
の
窓
の

あ
る
・
円
弧
塗
り
の
泣
気
館

一
つ
だ
け
が
比
え
た
」

と
い
う
シ

l
ン
か
・
ら
始
ま
る
こ
の
小
説
は、

L
L

m人
気
質
を
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
で
州
き
山
し
て

い
ま
す
。

本
町
と
い
え
ば
川
町
州
防
の
あ
る
術
』
を
思
い

川
し
、
上
川
の
ト

U
3・A
き
時
代
を
懐
か
し
む
人

び
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
(
平
野
勝
重
)

* 女実霊
安冊

願
L、
を
託
し* 上田にを住する外国人と触れ合い、日本の

て*文化を知ってもらおうと、 7月刊にうえだ

* 女性会識が「七夕パーティ ー」を開催。七夕

の歌を歌ったり、短冊に願いごとを書いたり

して、なごやかに交流を深めました。

今
後
、
交
通
の
川
滑
化
、
渋
滞
の
緩
和
、
さ

ら
に

k
信
越
道
ト

.mイ
ン
タ
ー
か
ら
市
街
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路

k
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
制
仁
ト
同
年
記
念
・花
あ
る
ま
ち
づ

く
り
挑
進
事
業
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
!
ド
」
と
し
て
も

戦
術
さ
れ
、
町
佐
み
に
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

* 安本
*番
さ

な
が
り

の
緊.. 7月10目、千曲川河川敷の上堀グラウン ド
張去 で第39回上田市消防団ポンプ操法大会と第17

*回ラツハ!操法大会が行われました。市内17の

介団の選手が、きびきびとした動作で、日ご

ろの厳しい訓練の成果を披露しました。

開通式には保育園児も参加

7 B. 広報うえだ6.(7] 



旧
上
回
丸
子
電
鉄
西
丸
子
線
の
馬
場
駅

旧西丸子線沿線(中組)

ggg〈璽5
海や川で「魚Jを山

ほど捕ってみたい
Wいすけ

宮下恵祐くん

(淘科小 ・2年〉

ぼくは、川とか海で潜っ

て魚を捕ったときがいちば

ん楽しいです。

海ではいちばんでっかい

魚を、川ではいろいろな魚

を山ほど捕ってみたいです。

て73ff霧SFf;
思い付。議務富島サメ

とかがいて、マ食べ明lたら

嫌だけど、やっぱり海はい

一人ひとりが意識の向上を
箕輪みを子さん (51歳・常磐町〉

市の生活環境諜じ「ボカシ」の

こtを問い合わせたのがきっかけ

て、今年のごみモニターを引き受

けることになりました。

微生物の力で生ごみをたいI1巴に

する「ボカシ」は、いろいろな商

品名で販売されているようで.す。

容総li受(t Jlllのある植木鉢で自作

してみましたが、においが多少出

てしまうので、専問の容器の購入

も考・えています。ごみの減:L_(化に役立つのでは。

転勤であちニちじ住んで、いましたが、ごみを 5種類に

分別収集している所や、]0年以上前から、燃やしても煙

の少ないごみ袋を安〈

斡旋している者11市も。

rliちIri民も、ごみ仁
対する意識をさら仁高

める必要がある t思い

ます。

広揮う左足ず6.8. 1 [8) 



その ①

自己紹介

日
本
で
友
だ
ち
を
作
り
た
い
/

ナ
マ
ス
テ
。
わ
た
し
は
イ
ン
ド
か

ら
米
た
、
シ
エ
イ
ク
・
ア
ク
パ
ル
・

ア
リ
で
す
。
わ
た
し
の
依
郷
は
、
カ

ル
カ
ツ
タ
か
ら
引
で
ご
.
時
間
ほ
ど
離

れ
た
、
メ
デ
ナ
プ
ル
の
吋
ア
ィ
ガ
と
い

う
、
イ
ン
ド
洋
に
而
し
た
観
光
郎
市

で
す
。じ
年
前
に
日
本
に
米
て
、
点
京
や

崎
玉
で
イ
ン
ド
料
開
の
コ
ッ
ク

t
し

て
働
き
、
今
年
の
四
月
か
ら
上
回
に
。

限りある資源を

もっと大切に/
M
H
邑
E

b
由律
一 イ

ン
ド
料

m防
の
チ

l
フ
コ
ッ
ク
を

し
て
い
ま
す
こ
こ
で
は
、
イ
ン
ド

の
・
-
十
四
輔
の
ス
パ
イ
ス
ぞ
仰

っ
た
、

ト
h

ハ
限
額
の
カ
レ
!
と
卜
開
制
の
タ

ン
ド

l
ル
料
則
合
っ
く
り
ま
す
。
タ

ン
ド

1
ル
料

m
tは
、
後
に
肢
を
入

れ
て
、
h
M肉
や
・λ
ぴ
を
焼
く
も
の
で
、

シ

l
ク

・
カ
パ
ブ

l
t
か
タ
ン
ド
リ

ー
フ
ィ
ヴ
シ
ュ

・
カ
パ
ブ
ー
な
ど
が
。

n本
語
は
、
日
本
に
来
て
か
ら
、

働
き
な
が
ら
み
ん
な
で
勉
強
し
ま
し

た
。
円
本
に
米
て
、
円
本
人
仁
会

っ

て
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
み
ん
な
優

し
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く

れ
ま
す
。

日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
仁

な
れ
ば
、
も
っ

t
楽
し
い
か
な

t
思

っ
て
、
早
く
党
え
る
よ
う
仁
勉
強
を

続
け
ま
し
た
。
知
ら
な
い
人

t
話
し

そ
す
る
の
は

t
て
も
裂
し
い
で
す
よ
。

A
ー
で
は
カ
タ
カ
ナ

a
b
Sり
る
よ
う
に
。

イ
ン
ド
で
は
卜
問
の

J

J
が
あ
り
ま

す
が
、
ヒ
ン
デ

f
l
J、
ベ
ン
ゴ
リ

川
な
ど
h

ハ
つ
の
・
パ
葉
も
J
せ
ま
す
。

ト
h

川
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。

物
州
も
点
点
な
ど
の
郎
会
と
比
べ
て

安
い
し
。

料

m山
の
社
民
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

も
と
て
も
催
し
く
て
、
兄
弟
の
よ
う

仁
級

っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
上

mに

米
て
附
も
な
い

の
で
友
だ
ち
が
あ
ま

り
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
大
勢
の

友
だ
ち
そ
っ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

H

農
民
体
操
H

と
M

薬
草
M

主
人
を
戦
争
で
亡
く
し
、

四
人
の

子
ど
も
を
女
手
ひ
と
つ
で
育
て
ま
し

た
。
そ
の
傍
ら
、
長
年
上
小
遺
族
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
な
ど
も
。

青
木
か
ら
越
し
て
き
て
+
七
年
に

な
り
ま
す
が
、
青
木
で
婦
人
会
の
役

員
を
や
っ
て
い
た
と
き
、
長
野
で
「
農

民
体
操
」
を
教
わ
り
、
今
で
も
欠
か

さ
ず
続
け
て
い
ま
す
。
朝
は
忙
し
い

の
で
、
寝
る
前
に
五
、
六
介
問
で
す

が
、
体
に
と
て
も
い
い
で
す
よ
。

ほ
か
に
は
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
「
薬
草
」
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

い
ま
す
。

一
時
中
断
し
ま
し
た
が
始

め
て
十
年
に
。
月

一
回
、
先
生
の
講

義
が
あ
り
、
毎
年
九
月
の
上
旬
に
望

月
へ
薬
草
を
取
り
に
行
く
ん
で
す
。

取
っ
た
薬
草
は
干
し
て
簡
に
入
れ
て

お
き
ま
す
。
毎
晩
、
三

1
七
種
類
の
薬

事
を
混
ぜ
た
も
の
を
土
瓶
に
入
れ
、

せ
ん
じ
て
ポ

ッ
ト
に
。

食
後
、
お
湯

の
代
わ
り
に
必
ず
飲
ん
で
い
ま
す
。

今
で
も
四
つ
の
団
体
の
役
員
を
し

て
い
ま
す
が
、
と
て
も
健
康
で
す
。

マイタウン広場

皆さんの「ご応募」を

お待ちしています/

。。の
秘密

「うえだマイタウンjム.tJ)iJは、 dj民の
干Tさんに ~JJII していただくページです。
次ぞ参与・に、 ilif:t J骨格 J!ヲ'I~.広報相当(T

386 1-.IlllIi 1，1'-1 -II -16、包容..(1 0 

0内線) I ) 2) まで、 t'Li:'しご応募

uごさい。
r _I'.III1I} ~t比・ここカすりさ J(あなたの

好きな1吸;;tや均Ji，刷、「ゴミニケーション ・
減i止のこ勺J(ごみ減対やリサ fク叫に関

するアイテ"f アゃ.r~~n 、 rわたし ・ {よく

の ~J(2111l;紀の 1:l lI di ゃ1' 1 iI'の少を描い
た小・小学'1の(t:)()、rfiちの秘密・わた
しのnH-:-J{)~/(~なお :1 布りの持けつ、1m

T:!ul;など)、「あなた・わたしの/!iJ {符さ
んカ~!il.1l;じていること、 ト~~l~、 1~ ， '1なu

わたしの場合

⑫ 

広報うえだ6.

11 {(は先進問の中

では、資源のない代

ぷ的な回であるのに、

使t、捨て拠品が多数

あります

この{史い捨てのn
(1カザゴれにあるかは、

・人ひkりが47・えることである t思いま
す t1.•.。地球 kの資i~~には限界があるの

に、開~W íi- f司で資ih;t~大切にせず、使い
斡てをしていたのでは、いつのHか資i原

がな〈なるこ tはIlTl(1です。
I司・ IQ・r1iPII付など 各自治体では 「限

りある!eil!i¥を大切にしましょう」という
スローがン {d~げていますが、実態lまま

fごま fご qJl!~、昨て」です。

わたしの住んでいるところでは古新聞

やダンボールなどの資ilJJUul収がまだ行わ
れておらず、ごみのけには多波乱iされて

います。ニれでは rnilJ;tを人-切に」とい

うてローガンとは、かけIllHlているとい
うものです。

取りある資制ですので、せめて資源ご

みくらレはfたてるのではなく、資i~(再利

JIJの )jlíJI に .~I!;んでむピパ、たいですねむ

六川三喜男さん (681量・金弁)

8. [g J 



暮らしの
お
も
ち
ゃ
花
火
の
火
薬
泣
は
少
佐

で
す
が
、
線
安
門
花
火
の
火
玉
、
て
も
8

8

0
℃
か
-
b
9
0
0
℃
も
あ
り
、
日

温
の
も
の
に
な
れ
ば
2
0
0
0
℃
を

超
え
ま
す
。
花
火
に
よ
る
危
害
の
ほ

と
ん

E
は
「
や
け
E
」
に
よ
る
事
故

、
で
す
が
、
「
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
が
日
に
飛

び
込
ん
だ
L

、
「
燥
発
し
た
花
火
の
破

片
が
円
に
人

っ
た
」
な
ど
の
事
欣
も

見
ら
れ
ま
す
。

花
火
を
す
る
前
に
は
、

メ〉

212苛

.エプロン百科

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

マ
可
燃
性
の
も
の
が
周
囲
に
な
い
か
。

マ
風
は
強
く
な
い
か
ど
う
か
。

マ
着
火
し
や
す
い
服
装
や
、
燃
え
や

す
い
布
を
身
に
付
け
て
い
な
い
か
。

マ
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
は
用
意
し
て

あ
る
か
。

化
火
守
す
る
と
き
は
、
花
火
に
書

い
で
あ
る
注
意
事
項
を
守
る
な

E
、

安
全
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
配
り
、

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

次
の
、
』
と

ーーー『ー -

図書館8⑫0880 

安
全
の
目
安
と
な
る
「
印
」

事
故
の
場
合
に
は
補
償
も

花
火
に
は
(
社

)n本
側
火
協
会
が

定
め
た
「
S
F
マ
l
ク

(
S
a
f
t

y
F
i
r
e
w
o
r
k
日
目
安
全
な

玩
具
花
火
の
略
ご
が
あ
り
ま
す
。

死刑の現在・・・・・....................・・・・・・・・田丸美須々

人間関係の上手な人下手な人・...........樋口葱子

悪と不純の楽しさ・....................・・・・・・曽野綾子

月の奮・..............................・・・・・・・・ a・-山口洋子

旅路の果ての名馬たち……-………吉永みち子

乱に咲く花・日野富子...・H ・....・H ・...一島津隆子

パラオ・レノン...・H ・………………-小徳山博

夜の贈り物。..............................・・・・・赤羽建美

明治という国家 上下………………司馬遼太郎

海神の鰭物…………………..…・・・・・谷川建一

別人の旅・...........・H ・..一…・・・・…・……佐野 洋

この部屋に友だちはいますかー…… 三浦俊彦

心の光察・………..・…...・H ・......・H ・-高橋三千綱

リフレイン・..............................・・ 0・・柏木淑乃

セイロン事の謎……一一 ……一一……平岩弓枝

ファッションの歴史…ピエロ・ヴI工ントゥーラ

慈母そして鬼女・・・・・・・・ 0・・..........・・・・・・・・・水谷章主

あなたの手をわたしに-…..・………・鈴木健二

賢沢な恋人たち…・……....・H ・....村上箆(他)

家づくりの常識、非常識…………・・小祢高志

四十七秒の恋物語・....................・・・・・・谷山浩子

天使のブツ・………・……………・・大桃美代子

世界の花屋さん パソ・アムステルダム編

木の一族…・…………・・…...・H ・-…・・佐伯ー麦

政治ジャーナリズムの罪と罰…..…-国勢康弘

消された眼……-……ジョン ・サンドフォード

幻の朱い実(下)ー………・…………・石井桃子

待っていました勘九~ß... .. .. ・ H ・.. .…中村勧九郎

ドイツに学ぶリサイクル・..........・・・・・・・田口正巳

55歳から長く働く方法………・・………平田 周
おもちゃ花火て'遊ぶ前に一-

こ
の
マ

l
ク
を
つ
け
て
.
肱
完
す
る

か
ど
う
か
は
、
業
者
の
向
由
怠
mu
に

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
の
消
費
者

は
、
安
全
か
‘
ど
う
か
そ
テ
ス
ト
し
て

口
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
怠
昧
で
も

S
F
マ
1
ク
は
安
全

の
目
安
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

S
F
マ
i
ク
の
付
い
た
お
も
ち
ゃ

花
火
仁
欠
陥
が
あ
り
、
消
費
者
が
事

政
に
あ
っ
た
場
合
は
、
損
官
庁
賠
償
保

険
で
補
償
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
消

費
者
の
過
失
や
小
注
芯
仁
よ
る
も
の

は
川
航
さ
れ
ま
せ
ん
。
も
し
事
此
が

起
き
た
場
合
は
、
花
火
の
伐
り
加
分
、

焼
け
た
ぷ
服
な
ど
を
保

ιし
て
、
附

人
山
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

連
結
し
て
く
だ
さ
い
。
(
長
野
県
「
消

費
生
活
ホ

l
ム
講
座
」
よ
り
)

-
問
い
合
わ
せ
ん
じ
活
環
境
謀
(
内

線
1
3
9
0
)

(10] 7 B. 広報うえだ6.

図画固
圏圏圏

一
不
用
口
開
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

一

一
し
い
も
の
が
あ
内手品したら、

…
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9

…
0
)
ヘ
ご
逮
絡
を
。

マ
ふ
ろ
用
換
気
扇

3
0
0
0
円

マ

テ
レ
ビ
(
日
型
)
2
0
0
0
円

マ

石

油
タ
ン
ク

(
5
0
0
t
)

無
料
マ
パ

イ
プ
ベ
ッ
ド
(
卯
今
×

2
0
0
H
F×
1
4

5
ヴ

)
8
0
0
0
円
マ
応
援
セ
ッ
ト

無
料
マ
ソ
フ
ァ
ー

無
料
1
1
0
0

0
0
円
マ
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ッ
カ
ー

無
科

マ
三
つ
祈
り
式
つ
い
た
て
(
潟
さ
約
l
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菌
の
増
殖
を
防
ぐ
こ
と

5
℃
以
下
で
の
保
容
を

-
食
中
毒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

• 

食
中
毒
は
ど
ん
な
こ
と
に
注
意

す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

園てした中の ・咽・
でいが、毒取 E畠置
はまち場事り
、すてき故撒 ~I:J

食。あやのい寄日

中 る j毘発を菌本
語 こ気生おがの
を とでにろ繁夏
防 も体っそ殖は
くや 発のなかしお
大 生抵がにや温
切 原抗りすす多
な 肉力まるく i昆
三 にがすと、で
つ な低 。 、食
の つ 下ま食品食

------------E--置
EE--------

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

「
清
潔
さ
」

を
保
つ

調
理
前
は
も
ち
ろ
ん
、

を
取
り
撤
っ
た
あ

t
は、

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
指
に
切
り
傷
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
食
品
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
、
指

サ
ッ
ク
を
つ
け
て
調
理
を
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
膿
ん
だ
傷
口
な

E
に
は
、

食
中
毒
の
原
附
と
な
る
ブ
ド
ウ
球
闘
が
い

ま
す
。

生
肉
や
魚
介
類

よ
く
手
を
洗
う

「迅
速
に
」

調
理
を

特
仁
狩
い
も
の
は
、
買
っ
て
当
た
ら
常
祖

で
長
〈
欣
罰
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
#
く
調

理
し
、
平
め
に
食
ペ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

---------EE---------

-E・
E・-
-----EE---EE

・E・

地
域

Y
社
会
に
参
画
f
T

• 

窪
田
寿
子
さ
ん
〈
特
歳
・
平
井
寺
〉

上
問
に
肱
い
で
一一
十
二
年
円
。
現
在
勤

務
し
て
い
る
、
短
大
に
お
世
話
に
な
っ
て
、

足
か
け
一一
十

一
年
に
な
り
ま
す
。

以
品川
は
ほ
か
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
た
の

で
す
が
、
国
文
科
が
で
き
た
と
き
に
一
事
務

室
に
移
り
、
た
ま
た
ま
「
公
開
講
座
」
の

杭
当
も
す
る
-
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
係
の
仕
事
を

t
お
し
て
感
じ
る
-
』

と
は
、
品
近
、
学
科
な
ど
で
自
己
を
出
め

る
怠
欣
の
あ
る
か
た
が
増
え
て
き
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
は
退
職
さ
れ
た

t
か
、
時
閉
じ
余
裕
の
あ
る
か
た
、
が
は

t

ん
ど
で
し
た
が
、
週
休
一一
日
制
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
余
暇
を
有
効
に
使

っ
て
自
分

「
加
熱
」

と

「
冷
却
」

は
t
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
熱
に
弱
く
、

防
℃
以
上
に
加
熱
す
る
と
死
滅
し
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
附
は
、
低
温

ト卜
で
は
増
殖
し
ま
せ
ん
。
保
持
は

5
℃
以

下
に
冷
却
し
て
、
間
の
増
砲
を
防
ぐ
こ

t

が
大
切
で
す
。

生ものは特に早〈食べるよ うに

•••••••••••••••••••• 

• •••••••••••• 

ぞ
磨
い
た
り
、
前
向
き
仁
勉
強
を
や
り
庇

そ
う
と
お
い
て
く
だ
さ
る
か
た
が
多
い
よ

う
で
す
。

講
義
さ
れ
る
先
生
の
内
容
も
そ
う
で
す

が
、
講
座
に
参
加
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
が
い
る
、
と
い
う
事
実
を
知
る

こ
と
は
、
わ
た
く
し
自
身
の
大
き
な
励
み

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
わ
た
く
し
は
、
「
地
域
の
人
々
と
向

然
に
つ
き
人
い
え
る
」
、
そ
ん
な
午
き
方
を
し

た
い
と
つ
ね
づ
ね
与
え
て
い
ま
す
。
時
間

が
あ
れ
ば
さ
ら
に
積
棋
的
に
地
域
に
附
わ

り
た
い
と
い
う
の
が
本
青
で
す
。

こ
の
春
、
.
一人
の
子
が
そ
れ
ぞ
れ
大
乍

8
0
H
J
2
0
0
0
円
マ
座
い
す
へ
ま

く
ら
・
ひ
じ
掛
け
付
き
、
回
転
式
〉
各

5
0
0
同
マ
じ
ゅ
う
た
ん

(
6
畳〉

5
0
0
0
円

マ
草
刈
り
機
(
小
型
、
中

型
)
各
2
0
0
0
問、

1
0
0
0
0
問

マ
衣
装
依
〈
2ι
山

)
2
0
0
0
円

マ
M
g
y

無

料

マ

ノ

l
マ
N

タ
イ
ヤ

(
1

4
5
S
R
l
m
、
1
7
5
l叩
!
日
)

そ
れ
ぞ
れ
5
0
0
0
問、

3
0
0
0円

~;t先溜頗に紹介しますので、すでに成約した物はご了象ください。

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド

マ
子
ど
も
用
ハ
イ
チ
ェ
ア
l

v
小
型
冷

蔵
臨
時
マ
ワ
ー
プ
ロ
マ
ホ
l
ム
ビ
デ
オ

カ

メ

ラ

マ

従

話

捺

マ

子

E
も
周
一
輪

車
マ
応
接
セ
ッ
ト

(
レ
ザ
l
)

マ
電

動
車
い
す
マ
オ
ー
ト
バ
イ
(
叩
包

マ
二
段
ベ
ッ
ド
マ
ス
チ
ー
ル
札
(
大
人

用
)
マ
本
棚
マ
テ
レ
ピ
(
お
型
}

-----EE---------------------••••.•••••• 

と
高
校
に
。

子
ど
も
が
親
を
越
え
る
の
を

感
じ
る
、
』
と
は
、
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
が
、

わ
た
く
し
自
身
も
も
っ
と
何
か
を
し
な
け

れ
ば
、
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
地
域
の
公
民
館
や
、
専
門
機

関
で
の
開
欣
な
ど
、
学
ぶ
場
所
も
内
宍
n
も

拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。

外
に
出
る
に
は
、
家
庭
の
開
鮮
が
必
要

で
す
が
、
そ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
、

向
分
自
・
身
を
見
つ
め
、
生
か
せ
る
よ
う
な

活
動
を
し
た
い
も
の
で
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
、
社
会
参
加
し
て
い
こ
う

E
忠

っ

て
い
ま
す
。
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情報

小
さ
な
子
も
聞
け
る

ざ
し
き
わ
ら
し
の
会

••• 
毎
月
第
2
日
曜
日
に
、
図
書
館
、
で

お
話
と
絵
本
の
会
が
あ
り
ま
す
。
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に

E

'フぞ。マ
と
き

8
月
7
日
間
午
後
2
時

か
ら
(
お
話
の
途
中
仁
は
入
室
、
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
)

マ
と
こ

ろ

図
書
館
「
絵
本
の
部
屋
」

マ

内
容

「
ミ
ア
ッ
ヵ
.
ど
ん
」
「
ア
ン
ガ

広報うえだ6. [12) 

l>と き<l

8月8日明)午後2時開演

l>ところd

上回映画劇場(中央2丁目)

l>入場料d
大人 2.500円・子ども1.500円

l>問い合わせ<l

上回青年会議所(告⑫5074)

グ
ア
イ
ハ
ー
プ

を
楽
し
む
会

ル
シ
ア
海
満
と
そ
の
仲
間

ス
と
あ
ひ
る
」
「
は
ち
う
え
は
ぼ
く
に

ま
か
せ
て
」
な

E

マ
そ
の
他

8

月

6
n
ω午
前
日
時
初
分
か
ら
は
小

学
生
向
き
の
お
話
の
会
を
行
い
ま
す
。

ざしきわらしの会は図書館で

近
世
文
書
の
解
説
技

術
を
習
得
す
る
講
習

••• 
地
方
史
研
究
な
ど
の
貴
重
な
資
料

と
な
る
、
「
近
世
文
書
」
の
解
説
技
術

を
習
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

9
月

3
日

ω、
4
日
制

マ
と
こ
ろ

県
立
長
野
図
書
館
(
長

野

市

)

マ

内

容

信
州
短
期
大
学

名
誉
教
授
・
小
林
計

一
郎
さ
ん
念
講

師
に
近
世
文
書
を
解
説
す
る
。

マ

定
員

1
0
0
名

マ

参

加

費

1

5
0
0
円
(
資
料
代
)
マ
申
込
期

限

8
月
別
日
附

マ
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
県
立
長
野
図
書
館

{8

0
2
6
2
⑫
4
5
0
0
)
 

画
家
「
河
野
遇
勢
」
と

そ
の
周
辺
の
美
術
展

••• 

み
ら

長
野
市
出
身
の
洋
画
家

・
河
野
通

ぜ
い勢
の
生
誕

1
0
0
年
を
記
念
し
、
そ

の
独
自
の
世
界
と
同
時
代
に
活
躍
し

た
画
家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
期
間

9
月
日
日
附

l
m
月
刊

日
開
(
毎
週
水
限
日
休
館
)

マ
と

こ
ろ

県
信
濃
美
術
館
(
長
野
市
)

句
ゅ
う
ぜ
い

マ

内

容

河

野
通
勢
、
岸
田
劉
生
、

木
村
荘
八
ら
の
作
品

マ
入
館
料

一
般
3

0
0
問
、
高
校

・
大
学
生

1

同時上映

ディズニー映画

「ライオンキング」

7 B. 

5
0
円
、
小

・
中
学
生

7
0
円

マ

問

い

合

わ

せ

県
信
濃
美
術
館

(2

0
2
6
2
@
2
1
0
7
)
 

「
県
民
芸
術
祭
」
優
れ

た
作
ロ
叩
の
鑑
賞
を
/

••• 
県
民
の
芸
術
創
造
活
動
の
成
果
を

発
表
し
、
優
れ
た
芸
術
を
広
〈
鑑
賞

し
て
も
・
匂
お
う
と
、
「
県
民
芸
術
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

県
庁
文
化
課
(
宮

0
2
6
2
@
7
4
3
9
)
 

-
県
美
術
展

マ
と
き

叩
月
間
日

ω1お
日

ω

マ
と
ニ
ろ

上
回
創
造
館

-
県
書
道
展

マ

と

き

日

月

1
日

ω
1
3日
附

マ

と

こ

ろ

中
央
公
民
館

-
信
州
版
画
展

マ

と

き

刊

月
M
日
働

1
四
日

ω

マ
と
こ
ろ

文
化
セ

ン
タ
ー
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(主催者の都合により変更する場合があります)

県
嘗
住
宅
の
入
居
者

%
か
ら
受
け
付
け
に

••• 
県
営
住
宅
の
入
居
者
守
募
集
し
ま

す
。マ
受
付
期
間

9
月
1
日
附

1
U

日
間
ま
で
。
た
だ
し
、
受
付
期
間
中

仁
応
募
の
な
か
っ
た
住
宅
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
申
し
込
み
を
受
け
付

-二の丸1-2.s'@0762
月臼 催 し 時間 入場方法 問い合わせ

/ m 8 7 上圧市社会福祉大会 13: 00 無料
社会答祉

協議会

包
健康づくり

9 : 30 無料 保健予防課
市民のつどい

P3M 1 舟木一夫コンサート
14: 00 
有料

北村企画

18: 00 0262⑧4569 

市民会館

-材木町1-2-3・宮⑫0760文化会館

け
ま
す
。

マ
入
居
資
格

県
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
し
、
同
居
す
る
親

族

(
3
か
月
以
内
に
結
婚
を
予
定
し

て
い
る
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
り
、

収
入
が

一
定
額
以
下
、
て
住
宅
に
闘
っ

て
い
る
人
。
た
だ
し
、
印
歳
(
女
性

は
別
歳
)
以
上
の
人
、
身
体
に
障
害

の
あ
る
人
、
お
よ
び
生
活
保
設
を
受

け
て
い
る
人
は

一
人
で
も
入
居
で
き

ま

す

。

マ

申

し

込

み

上

田

地

方

事
務
所
建
築
課
(
宮
@
1
2
6
0
)

伺/8 7 ) 第7図上田平和音楽祭 14: 00 有料
実行委員会

@ 7628 

自
'94 
うえだ市民フォーラム

13: 00 無料 厚生課

21日8) 民謡発表会 9 : 30 無料
よ田市
民謡遼盟
@ 5313 

出/ 4 9 
上小ニ曲協会 よ小ニ幽

邦楽演奏会
11 : 00 無料 協 会

@ 8292 

入居希望のかたはどうぞ

-上田原1640・fi@1111
喬 1 1 1全信州諸

・_119:001;資料 lりべの会
話りベライフI---I - I~) 9216 

創造館
~I瓜生

第

H
回
ひ
ま
わ
り
号

パ
ス
で
白
根
草
津
ヘ

••• 
マ
と
き

9
月

四

日

倒

マ

定
員

2
8
0
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締

め

切

り

)

マ

行
程

集
合
場
所
l

鬼
押
出
し
1
白
根
山
i
横
手
山

1
草

津
i
帰
路

マ
申
込
期
限

8
月
日

日
開

マ
参
加
費

大
人

3
0
0
0

円
、
中
高
生

2
5
0
0
問
、
小
学
生

2
0
0
0
問
、
幼
児

5
0
0
同

マ

そ
の
他

昼
食

・
飲
み
物
は
各
自
持

参
マ
問
い
合
わ
せ
工
藤
行
則
(
宮

@
1
6
2
1
)
 

-
ひ
ま
わ
り
号

m周
年
記
念
集
完
成

希
望
者
は
、
送
料
(
↑
冊
に
つ
き

ボランティア募集

切
手

2
7
0
円
分
)
と
注
文
書
を
同

封
し
、
工
藤
行
則
(
大
字
秋
和

7
0

2
)

へ。

「
放
送
大
学
」
平
成
6

年
第

2
学
期
の
学
生

••• 
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
活
用
し
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
生

涯
学
習
機
関
で
、
自
宅
で
学
習
で
き

ま
す
。マ
出
願
期
限

8
月
日
日
開
.
マ

授

業

開

始

日

刊

月

1
日

ω
マ
問

い

合

わ

せ

放

送
大
学
諏
訪
地
区
学

習
セ
ン
タ
ー
(
岱
0
2
6

6
⑬
2
3

3
2
)
 

1998年に県内でオリンピック冬季大会、

パラリンピック冬季大会が聞かれます。

大会組織委員会では運営を手伝っていた

だくボランティアを広く募集しています。

1>応募資格 中学生以上(団体は年齢制

限なし)。専門的な技術、資格、語学力など

は間いません。 1>応募単位個人、また

は企業・学校・グループなどの団体 1>業

務内容 大会の運営(会場案内、改札、場

内外整理、清掃、運転など)、競技運営補助

(競技コース整備など)、文化交流(音楽、

郷土芸能などの紹介)、ホームステイの受け

入れなど b募集期限 9月30日幽 b問

い合わせ体育課(内線引53)

| 71116111・J'Or広報J~ページ「モーツア川は訴のタベ」に、抑制がありま
|した。川l'1 ，{呉川!さんJ~rHI刈聞きん」に。 訂正し、おわびします。訂正とおわび7 8. 広報うえだ6.[13] 



-情報テーブル・

全
国
消
費
実
態
調
査

調
査
員
が
伺
い
ま
す

••• 
ふ
れ
同
市
首
実
態
調
古
が
、

9
円
か

ら
日
川
ま
で
の
3
か
月
間
、
ふ
h

問
a

h

灯
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
国
民
宅
活
の
実

態
を
把
揮
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

今
後
の
尚
齢
化
社
会
な
ど
に
対
応
す

る
社
会

・
経
済
泊
施
策
の
た
め
の
此

飛
な
統
計
資
料
と
な
り
ま
す
。

市
内
で
は
、
原
町
、
馬
場
町
、
明

nケ
丘
、

コ
一
昨
町
、
縁
が
丘
問
、
緑

が
侃
北
、
下
塩
民
に
お
住
ま
い
の
.

部
附
引
に
県
知
ぃ
山
け
が
任
命
し
た
調
布

は
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、
ご
協
h
M

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
訓
ボ
川
内

容
は
、
他
の
円
的
に
は
使
い
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ

企

同

課

(

内

線

1
2
2
6
)
 

「
滞
納
処
分
」
に
よ
る

電
話
加
入
権
の
公
売

••• 
ぃ山
税
の
滞
納
処
分
の
た
め
、
次
に

よ
り
屯
話
加
人
権
の
公
光
を
実
施
し

ま
す
。
よ
り
阜
〈
、
よ
り
安
く
・
屯
話

を
必
.
要
と
さ
れ
る
か
た
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

マ
と
き

8
月

9
日

ω午
前
9
時

何
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
と
こ
ろ
山
役
所
市
庁
合
5
附
節

3

・
4
会
治
宝

マ

そ

の

他

詳

し

全
国
各
地

広報うえだ6.

駄
遣
い
を
な
く
そ
う
・
・.

[14) 

今
年
は
、
例
年
に
な
く
梅
雨
ど
き
に
雨
が
少
な
く
、

で
水
不
足
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
本
番
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
水
需
要
の
最
盛
期
に
な
り
ま
し
た
。

水
を
上
手
に
使
い
、
無
駄
水
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
c

-
問
い
合
わ
せ
水
道
局
業
務
課
(
内
線
1
8
5
2
)

く
は
「
広
報
」

7
n
m
u号
合
ご
覧

く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ
せ

収

税
課
(
内
線
1
3
0
2
)

「
勤
労
者
生
活
資
金
」

更
に
利
用
し
や
す
く

••• 
融
資
限
度
額
1
0
0
万
円
、
5
年

返
済
の
「
午
活
資
金
」
を
.
史
に
ご
利

問
い
た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
、
次

の
点
ぞ
改
正
し
ま
し
た
。
お
れ
特
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
主
な
改
正
点

①
継
続
勤
務
年
数
を
1
年
以
上
に
。

(
改
正
前
は
3
年
以
上
)

②
所
得
制
限
を
5
0
0
万
円
以
下
に
。

(
改
正
前
は
、
1
0
0
万
円
以
上
3

0

0
万
円
以
下
)

マ
問
い
合
わ
せ

労
働
金
仰
上
同
支

山
川
{
宮
@
2
2
1
8
)
、
労
政
法
(
内

線
1
4
1
2
}

7 B. 

「
中
小
企
業
」
対
象
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

••• 
川
町
で
は
、
什
社
製
品
の
附
発
念
行

う
中
小
企
業
を
対
裁
に
、
市
場
開
拓

や
版
路
間
桁
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド

パ
イ
、
ザ
1
制
度
」
を
実
掩
し
ま
す
。

マ
支
援
対
象

向
社
製
品
を
開
発

し
、
.
肱
路
開
拓
な
ど
そ
行
っ
て
い
る

{
ま
た
は
行
お
う
と
す
る
}
巾
・
小
企

業

マ
支
援
内
容

①
商
品
特
性
に

応
じ
た
市
場
選
択
と
版
路
附
拓
、
②

価
格
政
策
及
び
側
格
設
定
、
③
製
品

の
P
R
方
法
、
@
商
品
の
市
場
性
評

価

t
改
善
方
法
な
ど
マ
申
し
込
み

所
定
の
用
紙
(
商
工
諜
に
あ
り
ま

す
)
に
よ
り
、
商
工
諜
(
内
線
1
4

0
3
)
ま
た
は
県
小
小
企
業
総
合
指

導

所

(
岱
0
2
6
2
@
5
0
2
8
}

へ
ど
う
ぞ
。
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シ
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初
回
目
「
原
爆
の
臼
」

犠
牲
者
へ
の
追
悼
を

••• 
妓
兵
器
の
嵯
絶

t
惟
附
介
の
恒
久
平

和
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

トし
則
市
も
昭
和
印
年
に
「
非
核
平

和
都
市
」
を
宣
一一汚
し
て
い
匂
ま
す
。

{
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L

|

|

;

i

j
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町
柄
引
斗
8
R
6
日
仁
は
白
〈

同

9
H
に
は
長
崎
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

婦
が
股
卜
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
刊

凶
日
の
被
爆
日
も
も
う
す
や
で
す
。

投
ド
時
間
は
、

8
H
K
V
H
ω
が
午
山
川

8
時

日

分

、

川

9
H
仰
が
午
前
日
時

2
分

で

す
。
同

n
tも
、
こ
の
投
.
卜

時
間
仁
は
、
犠
牲
首
へ
の
追
悼
ぞ
お

願
い
し
ま
す
。
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計
量
器
の
定
期
検
査

受
け
て
く
だ
さ
い
/

••• 
平
成
6
年
定
期
検
本
代
を
別
ぷ
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
「
広
報
」

7
円
I
R

号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
本
年

度
は
米
部
地
区
、
南
部
地
氏
、

中

央

地
民
、
北
部
地
医
(
山
円
山
治
会
合

除
く
)
、
阿
部
地
区
、
取
民
地
区
、
上

相
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
検
古
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、

山

張

険
木
乱
含
希
望
す
る
か

た
は
、

8
H
幻
日
附
ま
で
に
「
所
在

場
苛
険
有
桃
山
N

山
心
・
市
吉
-
を
荷
γ
し
課

J
j

i
l
t
-
i

l

J

i

i
i
;
;
 

(
内
線
1
4
0
3
)

へ
提
山

し

て

く

だ
さ
い
。

中
前
川
紙
は
商
工
課
に
あ

り

ま

す
。

検査時間

午前9:30-正午
午後1: 00-3 : 00 

午前9:30-正午
午後1:日日-3:00 

午前9:30-正午
午後1:日日-3:00 
午前9:30-正午
午後1: 00-3 :目。

午前9:30-正 午
午後1: 00-3 : 00 

午前9:00-正午
午後1: 00-4 :日日

午前9:叩~正午
午後1: 00-4:日日

午前9:00-正午
午後1: 00-4 : 00 

午前9: 00-正午
午後1: 00-4 : 00 

午前9:00-正午
午後1:日日-4:凹
午前9:00-正午
午後1: 00-4・00

6品 21 72 91 90 (; I i 1 0(1 1-: 1 7fi ¥)(i 1;5 :;:~ 1;5 93 

-計量器定期検査日程

実施日| 検査会場

上回点字図書館

上回卸商業会館

西部公民館

8月22日伺

23日開

24日制

25臼側

¥
}ノ

・
先
日
、
一
年
以
上
も
前
の
雑
誌
を

集

記

戸
読
ん
で
い
た
ら
こ
ん
な
記
事
が
裁
つ

制

後

」
て
い
た
。
『
カ
メ
ラ
を
常
用
す
る
と
、

/
t
¥

も
の
を
よ
く
見
な
く
な
る
と
い
う
危

険
が
生
じ
る
。
カ
メ
ラ
で
、
来
て
見
て
録
っ
た
と

い
う

『存
在
&
の
証
明
を
す
る
だ
け
に
な
り
、

写
真
を
収
め
る
だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
う
・
・
・
」

広
報
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
に

迫
ら
れ
カ
メ
ラ
を
多
用
す
る
こ
と
に
な
っ
ち
録
、

以
前
は
出
か
け
る
と
き
に
よ
く
小
型
の
双
眼
鏡

を
持
ち
歩
い
て
い
た
。
見
慣
れ
た
察
色
で
も
、

双
眼
鏡
で
晃
る
と
実
に
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ

る
。
庭
の
木
に
止
ま
っ
た
小
鳥
、
遠
い
山
の
り

ょ
う
線
・
:
。
レ
ン
ズ
を
過
し
て
も
心
に
残
る
よ

う
な
「
も
の
」
の
見
方
を
し
た
い
。
(
た
な
か
) 南天神町公会堂

市役所計蜜検査室

節目樹

5日{月l

29日開-
毎
日
毎
日
、
と
に
か
く
暑
い
。
外
に
写
真
を

録
り
に
行
っ
た
と
き
な
ん
か
は
、
帰
り
が
け
に

は
鼓
が
ボ
|
ツ
と
し
て
く
る
。
「暑
い
よ
|
』
と

い
う
言
葉
と
『
フ
|
ツ
」
と
い
う
た
め
怠
が
慢

性
的
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
感
じ
。
つ
い
つ

い
、
大
ジ
ョ
ッ
キ
と
白
い
泡
が
頭
の
中
を
駆
け

巡
り
、
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
膨
ら
む
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
雨
が
降
ら
な
い
た
め
に
、

全
国
的
な
「
水
不
足
』
だ
と
聞
く
。
そ
し
て
、

こ
こ
上
回
も
例
外
で
は
な
い
ら
し
い
。

暑
い
と
き
に
は
本
能
的
に
、
の
ど
に
潤
い
が

欲
し
く
な
る
。
も
っ
と
も、
の
と
だ
け
で
な
く
、

頭
の
中
も
、
そ
し
て
心
も
、
暑
さ
で
干
か
ら
び

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
適
度
な
潤
い
を
与
え
て

あ
げ
た
い
も
の
だ
。

(

に

し
ざ
わ
)
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しゅうや

・山崎宗耶くん(左)
(8か月・小牧)
てるゆき

・原輝将くん(右)
(8か月 ・みすす台北)

「線ちゃんは伝い歩きが、

宗郎ちゃんは八イ八イが大

好き。誕生日が9目遣いの
いとこです』と、母の美奈

子さん(右)・須美江さん。

保健診tt
保健予防諜(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・般傷風

・三種混合予防接種

1>対象 I期…①平成4年 I円から 6月までに生ま

れた幼児②平成3年12月以前に生まれて未接種の幼児

(ただし 4歳未満) II期…①平成 2年 7月から12月

までに生まれ、 I期が済んでいる幼児②平成 2年 6月

以前に生まれ、 II期が済んでいない幼児(ただし 5歳

6か月末j筒) 1>接種内容 I期… 3-8週間の間隔

で3回桜種 H期・・・I期終了後、 12-18か月の聞に 1

M接種 1>接種時間 午後l時30分から 2時30分まで
1>持ち物 母子健康手l帳、問診票(赤ちゃん手帳の

中にあります。会場にも用意) 1>その他 駐車場が

狭いため、車てやのう|そ場はなるべくご遠慮ください。

'94うえだ

7スーらし
男のいい関係-

詳しくは厚生課(内線1607)へ

-三種混合予防接種目程表

実施日
会 場 名 対象地区

l(E] 2図 3回

南部 (IHg神1111• ~! r ・ ~tベ!'Þ
Iilj". ~1t';I'l r . 明JI;'Þtj ・f:田r .

保健センター 8 9 10 ~d.i.; I~J • )， [.111)') 

( d if，土川 If~Jr合 2 !号~) 月 月 月 北部(I.Jllm柳田r.ド)11日i柳IllJ・

19 20 19 
安iJ酬f.!Jn;台個r.然治問J• 1-， 

1))111 • ド11;111・柳IUf.祈111.1I1 
日 日 日 11 ・1.~l tlillaJ)

上努力、丘公民館
4盛時 伏} 体l

神科 ・鐙鍛

JlI辺町会館 川辺・泉田

川商社会復祉センター 8 9 10 /11西
/ 23 
/ / 

神川地区公民館
21 21 

神川l)lo 体J 相鉛

西部{ド~，t傾向 ・ 繊Il;l ・ I'~~品 ・
8 9 10 持i脚r. JI(..!，部・ 'I，t話・;';';'1'1111)・

保健センター 月 月 月 駄がli・肺rJ:T..紋が打At・Mが
い1;役l叶件j)j'7r2階} 24 27 25 Ji; 1'4 • T&.ltl 

日 日 日 纏尻
(7j(J 伏) (火t

泡回母子健康センター 庖図

東都(鈴人 ・ lí!~l r . 1':0';;;111・，'，

8 9 10 出 111 ・ド;';;;11 1 ・ ~U;:;III .H 本開1 ・

保健センター 月 月 月 ?iV人)

¥di役所耐Jj・7T2隙} 25 28 26 
中央{怜IKf• i~;'I'f'l'I ] ・ IWllf . 袋

日 B 日
1- 1 ・，~:，J品川 ・ I JIIII] ・ ILJI，t開1 ・ 1:

む拘 t水、 吋q
師l・.，t人予}

三好町会館 減下

予 II月18日制
南部・北部・西部・泡尻・川l辺・

保健センター 須田 ・神科・隻殿

-世韓
(市役所)
ゆ.p;7r2P!守 東宮Il'中央.#宮下・神川・』毎回 ・

日 11月22日伏}
川西

ーーー一一一 一一一一 一一一

お盆は休みです/ 保健予防課(内線1371)

8月13白仕)の午後から 8月16臼

(火)までは、 トイレのくみ取り業務

が休業となります。ご了承くださ

い。なお、お盆前は、くみ取りの

依頼が集中しますので、早めにく

み取り業者へ連絡してください。

-とき 8月20日出午後 1 時~4時

・ところ 文化センター大ホール

く講演>r男と女
一新たな共生関係をめざして」

講師鹿嶋敬さん
(日本経済新聞婦人家庭部長)

①寸劇「同じ時を生きる」も行います。

広範ラ:Æ~6. B. 1 [16) 
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